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令和６年度 学校関係者評価委員会結果 

 

１ 開催日時 

 令和 7 年 3 月 25 日（火） 14 時 30 分から 16 時 30 分 

 

２ 委員 

 氏 名 所     属 

委員長 石川 仁 本校同窓会長 

副委員長 菊池 孝幸 北上市老人福祉施設連絡会代表 

委員 久保田 達夫 北上市健康こども部子育て支援課課長 

委員 塚本 静男 黒沢尻西地区自治協議会会長 

委員 千葉 洋司 本校後援会長 

 

（専修大学北上福祉教育専門学校出席者：学校長 六本木郁子、事務長 千葉一輝、保育科長 磯貝友絵 

福祉介護科長 白澤宏明、教務部長 名古屋恒彦、入試広報部長 熊谷 賢） 

 

３ 議事報告 

 今年度の自己評価及び学校評価の結果を報告し、以下の意見や補足説明等が出された。 

 

 ①教育理念・目標について 

  教職員の人事評価制度を導入し、全教職員が教育理念・目的・育成人物像に沿って個別目標を立て

て、教育活動に取り組んでいる。 

  各ポリシーを、該当する事項（入試、単位認定、卒業認定など）を検討する際に確認しながら進めて

いる。 

 

 ②学校運営について 

  来年度からの導入を目指し、教務システムについて情報収集や検討を引き続き進めている。 

ホームページ、SNS の一層の充実を図っている。 

  

 ③教育活動について 

  Microsoft teams の学生、教職員の運用の拡大と日常化、効率化に取り組んでいる。 

  実習先との連携をいっそう強化し、実習体制の充実を図っている。 
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 ④学修成果 

  学生相談は、担任を窓口としながら、学生部や、スクルールカウンセラー、キャリアコンサルタント

による面談の充実を図っている。 

卒業生の動向について、卒業生就業先訪問で把握するよう努めている。 

 

 ⑤学生支援 

  多様な学生に対応するため、学外の専門家を積極的活用し、学生相談に取り組んでいる。 

同窓会総会を校内で行うことで、より同窓生が参加しやすい形で継続したい。 

 

 ⑥教育環境 

  グランドの整備を引き続き行い、授業や学生活動の充実を図りたい。 

学生へのニーズ調査に基づく海外研修の見直しを行いたい。 

  

⑦学生の受け入れ募集について 

  進学ガイダンスでの内容の充実や、教員間の共通理解を図り、高校生のニーズに即した質の高い、学

生募集を展開している。 

学生募集や入試への web の活用について検討を進めていきたい。 

 

 ⑧財務 

  財務は、法人本部で適正に管理している。 

 

 ⑨法令等の遵守 

  学校評価は、自己評価と学校関係者評価の結果をもとに、自己評価委員会で話し合った後、職員会議

に諮り、外部委員から客観的に検証する過程で実施することを継続していきたい。 

  

⑩社会貢献・地域貢献について 

  引き続き、ボランティア機会の拡充を図っていきたい。 

公開講座等の積極的な展開に努めていきたい。 

 

 ⑪国際交流について 

  日本語学校を中心に、留学生募集活動を引き続き強化していきたい。 

  


